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□　目的

　一般に、基礎構造の設計において支持基盤までの深さが一様でない場合、２種類以上の異なる基礎形式で支持する

ことが多い。その場合、それらの層厚の違いによって各部での地盤増幅率が異なることなどから基礎部にねじれ震動

が生じることが懸念される。これまで地震記録を基にして、傾斜基盤にある地盤・基礎部の地震動特性およびその建

物の挙動について検討している。本報告は、2011年東北地方太平洋沖地震時に本建物で観測した長周期地震動を対象

として検討する。

□　概要

　支持基盤が傾斜しているため直接基礎と長さが異なる杭の異種基礎によって支持され、さらに比較的長大である免

震建物において地震観測を実施している。2011年３月11日の東北地方太平洋沖地震時に本建物で観測した長周期地震

動を対象として、その動特性について検討する。また、２次元FEMモデルによる周波数応答解析によって周辺地盤

の地震波を推定する。さらに、その地震波を用いて多点入力、NS方向およびEW方向の同時加振による３次元立体骨

組地震応答解析等をおこない観測記録のシミュレーションおよび地震時に杭に生じる応力状態を算定している。これ

らの解析によって観測波との比較をおこない、それにより杭に生じる応力状態について検討している。

□　結論

　本検討では、観測波に基づいて、傾斜基盤を有する免震建物に生じる周辺地盤の地震波を２次元FEM解析により

推定し、それらを用いて３次元立体骨組地震応答解析により基礎部や免震建物の観測記録との整合性を確認して、そ

の特徴を再現することができた。また、杭基礎に作用する応力を推定することも可能となった。今後、この結果を元

に、傾斜地盤に建つ免震構造物のより詳細な検討をおこない、傾斜基盤を有する免震建物の応答の特性の検討、さら

に杭の設計のための基礎資料とする予定である。
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